
はくり紙からDFree装着用シートを剥がします。

DFree 装着用シート　使い方

恥骨を探し、どちらか一方の手の指を恥骨に添えま
す。

※恥骨は、おへそから徐々に指を下げていくと最初に
触れる骨になります。

装着イメージ

はくり紙

DFree
装着用シート

膀胱



DFree裏面の凸部分にジェルを塗ります。
均一の厚みになるように満遍なく塗り広げてください。

DFreeを正しい向きに持ち、横からはめます。
その際DFreeは奥までしっかりと押し込んでください。

恥骨に添えた指に、DFree装着用シート下部のクボミ
をあて、肌に貼り付けます。
両端が浮いたり、しわにならないようにシートの端まで
しっかり貼り付けてください。
※毛によってテープが浮く場合は剃毛をお勧めします。

4.

5.

本製品は、同じ位置に装着することで安定したデータを
取得することができます。
装着用シートにある2つの穴を利用し、スキンマーカー
や油性ペンなど消えにくいペンで肌にマークをつけてく
ださい。
翌日以降はこのマークを目印に位置合わせを行うこと
で、位置ずれなく簡単に装着ができます。

同じ位置につけるために

DFree装着用シート
下部クボミ



最初にDFreeをDFree装着用シートから取り外しま
す。

体から丁寧にDFree装着用シートを剥がしてください。
一気に剥がすと肌を痛める可能性があります。

使用後は保管台紙に貼り付けて、次回使用するまで保管
してください。ジェルが残っている場合は拭き取ってくだ
さい。

DFree装着用シートは3回を目安に繰り返し使用できます。
※粘着力が低下したり、汚れが目立つ場合は新しいものに交換
してください。

水または中性洗剤を染み込ませた柔らかい布でDfree
を拭いてください。充電端子カバーをしっかりはめた状
態であれば水洗いをすることが可能です。

※使用後は充電をしてください。

お手入れ及び保管方法



● 傷口には使用しないでください。また、肌に異常がある場合も使用しないでください。
● 肌のトラブルが起きやすい方は、事前に医師もしくは薬剤師にご相談ください。
● アレルギー体質の方、重度の浮腫の方、肌が非常に弱い方は使用しないでください。
● 肌に優しい粘着テープを使用していますが、全ての人に肌トラブルが起きないわけではありません。
● 本品の使用により、痒み、発疹などの症状があらわれた場合は速やかに使用を中止し、医師もしくは薬剤師にご相談ください。
● 装着する際は肌を清潔にし、よく乾かした状態でご使用ください。
● 肌から剥がす際は、肌が持ち上がらないよう手で押さえ体毛方向に逆らわずゆっくりと剥がしてください。
● 直射日光および水濡れを避け、湿気の少ない涼しい場所で保管してください。
● DFreeを装着する以外の用途に使用しないでください。
● DFreeを外した際は、必ずDFree装着用シートも身体から剥がしてください。肌トラブルの原因となります。
● 使用したDFree装着用シートは必ず保管台紙に貼り付け保管してください。
● DFree装着用シートの使用回数の目安は3回です。粘着力の低下や、汚れが目立つ場合は新しいものに交換してください。
● 使用回数の目安は、装着時の姿勢変化の回数や気温による発汗状況などによって異なります。

製品名：DFree装着用シート
サイズ：135mm×82mm×15mm

DFree装着用シート　使い方　V1


